


言葉、身体、環境 ̶自然の叡智と人の叡智 
 “未来の器”としての日本　～日本から学ぶ～

　20世紀から21世紀へ、世界の質が大きく変容しています。私

たちは文化や文明を惑星的な規模で考えざるを得ない時代にいま

す。国土が狭く資源も乏しい日本は過密な人口を抱えながら戦後

急成長を遂げ、その過程で経済効率を優先させたため、それま

で日本人を培ってきた多くの欠けがえのないものを失ってきました。

東日本大震災の影響もあり、日本人は自分たちが失ってしまったも

のの大切さにようやく気づき始めています。

　地球の営み全体を照らし出し、自然と人間の奥深くに宿る知恵

を導きながら、人が集い、新たな場を生んできた山のシューレ、

2010年には「自然の叡智」と題して自然の本質を輝き出させる技

を再考し、2011年は「文化の多様性、共生の複合性について」

と題し、東西交流や伝統と現代といった様々な出会いが浮き彫り

にされました。そして2012年は、未来を結ぶ強い思いを込め、

私たちのいる日本という場所の記憶を読み解き、時を超えて生み

出されてきた「かたち」と「関係」を見つめ直したいと考えます。

　考えてみれば日本人ほど自然に支えられ、その必要性を痛切に

感じとってきた民族はないかもしれません。日本人は、生産様式

や資源経営などの社会経済から音楽芸能や工芸美術などの芸術

文化に至るまで、すべてを自然と人間の間に創造的な関係を生み

出すものとみなしてきました。そして自然の根源を流れる生命感覚

との接触が失われると生きる意味さえ失ってしまうと考えてきたので

す。自然という概念がほとんど失効してしまったかのような閉塞し

た現代日本で、自然という精妙で捉えがたい世界と新しいルートで

向き合うことで日本の未来を問い直す。日本を新たに学ぶそうした

第一歩を山のシューレ2012から踏み出したいと思います。

伊藤俊治（美術史・東京藝術大学美術学部教授）

山のシューレ開催にあたり
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基調講演 Ⅰ　

「ふとどき資本」と「つつましやかな資本」
古事記の「国津神」資本へ
山本哲士（社会学）
時　間：11:30～ 12:30

基調講演 Ⅱ

シャーロック・ホームズの明るい部屋
～探偵の居場所をめぐって～
内田隆三 （社会学）
時　間：12:40～ 13:40

◇ランチ交流会

対　談

文化資本と場所資本：3.11以降の復興を「古事記」
と現在の〈場所〉から考える
山本哲士（社会学）×内田隆三（社会学）
時　間：15:30～ 17:30　　

会　場：観季館大ホール　
参加費：基調講演 Ⅰ・Ⅱ＋対談＋ランチ 10,000円
 基調講演 Ⅰ・Ⅱ＋ランチ 9,000円
 対談のみ 4,000円

開き舞台
黄泉の通い路― 『古事記』と漱石の見た夢

安田登（能楽師）　槻宅聡（能楽師 笛方）　奥津健太郎（狂言）
高須賀千江子（自然光ダンサー）

人が亡くなったあとに行く「黄泉」の国は、さまざまな形で世界神話に登場
します。『古事記』では、自分が生んだ火の神に焼き殺されたイザナミは黄
泉に行く。
彼女を連れ戻そうと夫、イザナギも黄泉に赴く。すでに彼の地の食事をして
しまったイザナミは「黄泉の神と相談してくるので、その間、私の姿を見ない
でほしい」とイザナギに言うのですが、待ちきれない彼は見てしまう。と、そ
こにあったものは無数の蛆がわき、八種の魔雷が宿る腐乱死体。逃げるイ
ザナギと彼を追うイザナミ。古事記の「黄泉」のお話は、人間の死と、そし
て「生」の発生を語る神話です。そして夏目漱石『夢十夜』第一夜は、死
んだ女性が百年後に百合となって甦る（黄泉返る）お話。今年のヒラキ舞
台では、死と生のふたつの世界を行き来する、このふたつの物語を、夢の
中の夢の物語として演じます。わたしたちの夢の世界、それはどちらの世
界なのでしょうか。

時　間：18:00～ 19:30　　
会　場：観季館大ホール　
参加費：3,000円　　　　

7 /28  [saturday ]

これまでと、これからの文化・社会・経済をとく
産業商品経済を超えて、
「場所」と「文化資本」の21世紀へ

stage
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7 /29  [sunday ]

ユーラシア（ユーロ＋アジア）の極東
日本の位相を掴み直す

地球上でいちばん大きな大陸＝ユーラシアの最極東端部に位置する日本は、
これまで経済や歴史の流れの中で様々な文化を取り入れて形をつくってきま
した。その中でも、文明の軸が東方へと移動しつつある今、東アジアの中
の日本としての文化的特質、東アジアにおける相互の文化的位相、文化的
交流の諸相を今一度歴史的、文化的に読み解き、21世紀における日本の
姿を掴み直します。

基調講演 Ⅰ 
李 御寧 （文芸評論）
時　間：15:00～ 16:00

基調講演 Ⅱ
姜 尚中 （政治学　政治思想史）
時　間：16:00～ 17:00

対　談 
李 御寧（文芸評論）×姜 尚中 （政治学　政治思想史）
モデレーター：平井敏晴（日韓文化研究家）
時　間：17:15～ 18:45

会　場：観季館大ホール　
参加費：基調講演 Ⅰ・Ⅱ＋対談 6,000円
 基調講演 Ⅰ・Ⅱ 5,000円
 対談のみ 4,000円

ゲーテ形態学が教えるかたちの神秘

能勢伊勢雄（写真家　展覧会企画）

昨年の「山のシューレ」でお話させていただきました「ゲーテ色彩論」の続
編として、今回は「形態」はどのように形成されるのか？ という観点からのお
話です。一般にゲーテは詩人･作家として知られていますが、別の側面に「ゲ
ーテ形態学」（動物･植物）や「ゲーテ地質学」（気象･鉱物）「色彩論」等
の重要な研究があります。「目で見、耳で聞き、 心に感じることは間違わない。
間違うのは判断だ」、「感覚は間違わない。判断が間違う」というゲーテの
言葉にあるように、感覚で理解していただく「形態学」をスライドと簡単な模
型を使って体験していただきます。「何か新しいことを発見するためではな
く」、生きた有機体がいかにメタモルフォーゼを繰り返しながら “生命の本質”
をかたちを通じて私たちに開示しているのかを感じ取る時間を共有したいと
考えています。「ゲーテがぞっとして目を背けたであろう」現代の科学的生命
観を問い直す”認識の道”の一端に触れていただきます。言うまでもありませ
んが、那須の自然をフィールドワークする時や、作品を制作するアーティスト
にとって最も必要な「かたち」の理解への端緒になればと思います。

時　間：11:30～ 13:00　
会　場：観季館小ホール
参加費：4,000円

ジャジーな風をガラスに聴く、マエストロ高橋禎彦

高橋禎彦（ガラス作家）　聞き手：新見 隆（キュレーター）

吹きガラスの名手、高橋禎彦さんは、芸術家村、アート・ビオトープ那須の
ガラス工房の、顧問アーティストです。アメリカにおける「スタジオ・ガラス運
動の大きな流れを支えた基盤には、ヒッピーの文化があった」というのを読ん
だ時に、新しい価値観を求めるビートニク世代が、自由で、瞬間的で、即
興的なガラスに深いシンパシーを持ったことに、はたと膝を打ったわけですが、
そのイメージのなかには、高橋さんが、いました。（註）多くの人が感じるように、
高橋禎彦のガラスには、ガラスという素材が本質的に持っている、ボヘミア
ン性、そして音楽性（ジャズ？ ジプシーの？）が横溢しています。彼の少年の
ような澄んだ眼差しが、あの驚異的なテクニックの裏にあることに、ある種の
郷愁と安堵をおぼえます。シャイではにかんだような、高橋さんの、すてきな
人柄に触れていただくと同時に、彼のガラスに対する、深い思いを引き出し
たい、と思っています。（註）＝武蔵野美術大学を本年定年退職された、ガラス作家斎
藤昭嘉先生の言葉。音楽性、ジャズ性については今井陽子さんも指摘していたかもしれない。

時　間：13:45～ 14:30　
会　場：にきホール　〈入場無料〉

二期倶楽部・ムッシュ宮﨑 料理教室
―美味しく食べて身体に優しいヘルシーな料理教えます

宮﨑康典（料理人　二期倶楽部顧問）

二期倶楽部顧問・料理人ムッシュ宮﨑がおくる恒例の料理教室。食は、
いのち、身体の基本です。ホテル西洋銀座・グランドハイアット香港・パー
クハイアット東京の立ち上げから、二期倶楽部統括総料理長としてのキャリ
アを経た、ムッシュ宮﨑が、いま、料理の”基本”に迫ります。生産者ととも
にこだわり尽くした安全安心素材から、美味しく身体に優しいヘルシーレシピ
をご紹介。そして、共に頂く愉しく美味しい「コモンミール」までご案内します。

時　間：10:30～ 13:30　
会　場：観季館大ホール　　
参加費：8,000円
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7 /30  [monday ]

日本的モダニズムの創出はいかに可能か
―西欧がみた日本
“第4の日本”へ―日本的モダニズムの可能性
美と創造の視点から

かつてクロード・レヴィ＝ストロースは、日本文化は西洋にも東洋にも独自の
ものであり、遠い昔に日本はアジアから多くのものを学び、近い過去はヨー
ロッパから、近年はアメリカから多くのものを取り入れながら、それらをふる
いにかけ、それらの最良の部分を漉し、消化し、独特の文化をつくりあげ
てきたと指摘しました。縄文などの前史文化の吸収を進めた “第1の日本 “、
中国朝鮮といった大陸文化を受容した “第2の日本 “、西洋文化を同化し
ていった “第3の日本 “と分類したブルーノ・タウトの言葉も思い出されます。
しかしこの “第3の日本 “も20世紀までのことであり、21世紀にはこれまで
の日本の文化資源を渾然一体化した “第4の日本 “の創出が目指されなくて
はなりません。均質化や単一化へ向かう皮相なグローバリズムやインターナ
ショナリズムを超えた本質的な精神性へ立ち戻ることで初めて有機的な統合
をおこなうことができるのです。レヴィ＝ストロース、タウト、ペリアン、ロティ、
マルローなどの西欧人を強く魅了した縄文から近現代デザインまでの日本の
美と創造の流れを紐解きながら、自然と生態系を基盤にした新たな日本的
モダニズムの可能性を探ります。

基調講演
伊藤俊治 （美術史）
時　間：15:00～ 16:30　

鼎　談　
伊藤俊治（美術史）×柏木 博（美学美術史）×新見 隆（キュレーター）
時　間：16:45～ 18:15　

会　場：観季館大ホール　
参加費： 基調講演＋鼎談 6,000円
 基調講演のみ 4,000円
 鼎談のみ 4,000円

神話する身体
―『古事記』から読む日本人の古層的精神

安田 登（能楽師）　

『古事記』を読むと、わたしたち日本人の心と体の古層を探ることができます。
千三百年も前に編纂された『古事記』です。それからは長い長い時が経ち、
時代も変わり、新しい文明の社会の中でわたしたちは生活している。そんな
大昔の本の話なんて、現代にはまったく活きていない、そう思ってしまいが
ちですが、ところがどっこい、どんなに現代文明の中に暮らしていても、日
本人は不思議と日本人っぽい。それはわたしたちの中には、古代から綿々
とつながる日本人としての古層が厳然として存在し、そいつの記憶が蠢いて
いるからなのです。いや、正しくはこれは日本人の古層ではない。昔から日
本にいた原住民、さまざまな渡来人、そういう人たちによって創られていっ
た東アジア人としての古層といってもいいでしょう。『古事記』の中から、主
に身体性に注目をしながら、私たちの心身の古層を読み解くための入り口に
ご案内します。

時　間：11:30～ 13:00　
会　場：観季館大ホール
参加費：4,000円

〈結び〉 横沢・庭プロジェクト2011
―ショートフィルム公開
　
2010年にスタートした横沢エリア「庭」プロジェクトは、昨年の山のシューレ
2011にて制作発表が行われました。クリエイターは、ツリーハウスクリエイタ
ー小林崇氏。その名は詩人高橋睦郎氏により、「木階（もっかい）」と名付
けられました。新たな庭はベルサイユ宮殿に象徴されるような固定された造
形庭園ではありません。そこは生命の多様な生態と環境の相互関係や生
命同士の混合のプロセスが展開され、様 な々文化による多彩な自然観に触
れることができ、科学技術を使った環境への調和的な働きかけが実現され
る場所。創造する生命の複雑で精緻なメカニズムを観察し、体感し、人間
と自然の共存を考える場でなくてはならないのです。
この庭プロジェクトは、自然を繊細に調整しながら自然と共生してきた日本文
化の長い歴史と成果を踏まえ、アーチスト、建築家、デザイナー、生物学者、
生態学者、庭園師、人類学者、 哲学者といった人々が集い、対話し、交感し、
新しい庭をつくりだしてゆく共創の場です。そして、自然と調和し、共生す
る人の技を伝えてゆく新たな伝承の形式ともなるでしょう。

時　間：18:30～　
会　場：観季館大ホール　〈入場無料〉
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高橋禎彦ガラスワークショップ

「宙吹き」という技法でふっくらとして、やわらかいフォルムの器やオブジェを制作して
いるガラス作家の高橋禎彦さん。最近はコップ屋タカハシヨシヒコとしても活躍されて
います。今回は、その創作の秘密に触れながら、自分だけの個性豊かな器を制作
してみましょう。スリーステップで徐々にガラスに馴れて行く初心者コースと個人のレベ
ルに合わせて制作できる経験者コースを用意。 

時　間：7月30日（月）11:00～ 17:00（お昼休憩90分を含む）
会　場：アート・ビオトープ那須　ガラススタジオ
参加費：8,000円（対象中学生以上）

竹笛、竹打楽器を作って演奏しよう！　

鶴 勝英（パーカッショニスト）

栃木県北は里山です。里山の代表的な植物「竹」は、人が手を入れなければ荒廃
してしまいます。身近な竹と向き合うことが自然と共存するひとつの形ともいえるのです。
パーカッショニストであり、竹楽器を自作し多くのワークショップを開催されている鶴勝
英さんと、親子で竹の楽器を作り、皆で演奏を愉しみます。竹笛、竹パーカッション……
どんな “音”が奏でられるのでしょう？　那須の自然の中、体の奥にじわりと響く不思議
な竹サウンドに心とからだを委ねてみませんか。（材料の竹は、千葉県産を使用します）

時　間：7月29日（日）14:30～ 16:30　
会　場：キッチンガーデン
参加費：親子（1グループ3名まで） 3,000円　／子供（10歳以上）1,500円

朝の特別散策　高山正明と森へ行こう！

高山正明（自然ガイド）

「このガイドさんに会いたい100人」のひとり。里山からブナの原生林まで、全国の森
へ入り見聞した経験を活かして、その土地の森の声を聞き、森の声を伝えます。視覚、
聴覚以外にも、木々の確かな手触りや、草木のほのかな芳香、時には森の恵みを
味わうなどの、五感を総動員して感じる自然は新しい発見がたくさん。癒される森林
浴を超えて、自然から受ける心地よい刺激は、自分自身への活性化につながります。

時　間：7月28日（土）～ 30日（月） 7:30～ 9:00
会　場：二期倶楽部敷地内
参加費：1,000円　子供（小学生以下） 無料

陶芸スタジオ・七宝焼ワークショップ

陶芸スタジオでは、お気軽にお愉しみいただける七宝焼ワークショップをご用意してい
ます。作家が常在、テクニカルサポートにあたりますので、全くの初心者の方、お子
様でも安心して制作いただけます。山のシューレの記念にペンダントトップやブローチ
などのアクセサリーづくりはいかがでしょう。※当日お持ち帰りいただけます。

時　間：7月28日（土）～ 30日（月）11:00～ 17:00　（随時受付）
会　場：アート・ビオトープ那須　陶芸スタジオ
参加費：2,100円　絵付け、手びねり、豆皿づくりも開催

ガラススタジオ・風鈴作りワークショップ

〈吹きガラスコース〉
熱く溶けた柔らかいガラスを膨らまし、風鈴の本体を制作します。鈴、短冊は完成
品からお選びいただき、風鈴に組み上げます。※翌日12時以降のお渡しになります。
〈サンドブラスト＆とんぼ玉コース〉
鈴をとんぼ玉で制作し、本体にサンドブラストで模様を付けます。短冊は完成品から
お選びいただき、風鈴に組み上げます。※当日お持ち帰りいただけます。

時　間：7月28日（土）、29日（日）11:00～ 17:00　（随時受付）
会　場：アート・ビオトープ那須　ガラススタジオ　
参加費：4,000円　とんぼ玉、吹きガラス作りも開催

ニキシモハーバル講座

植物から生まれた「アロマセラピー」は、植物の香りやさまざまな働きの力をかりて、
心や身体のトラブルを穏やかに回復し、健康増進や美容に役立てていこうとする自然
療法です。二期倶楽部敷地内のキッチンガーデンでフレッシュハーブの色や形、香り
に触れ、アロマセラピーに欠かせない「精油（エッセンシャルオイル）」を用いた入浴
やトリートメント、セルフケアなど、アロマセラピーを生活に取り入れていくテクニックを
ご紹介。最後は自分にピッタリの香りでリラックスやリフレッシュが手軽にできる「オリジ
ナルパルス」を作ります。（パルス：液体を体につけるロールオンタイプの携帯容器）

時　間：7月29日（日）、30日（月） 11:30～ 12:30　
会　場：キッチンガーデン
参加費：2,000円（対象10才以上）

aroma
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MORPHOLOGIE ＝ゲーテの形態学に出会う  
―高橋禎彦のガラス vs. 能勢伊勢雄の写真

会　期：7月28日（土）～ 30日（月）11:00～ 17:00
会　場：にきホール
〈入場無料〉

第五回を迎える「山のシューレ」夏の、二期倶楽部本館ホール展は、先年、東京
国立近代美術館工芸館で個展をおこなって、ますます、意気あがる高橋禎彦さん
のガラス作品と、70年代から映像作家として活躍してきた、ユニークな異端の作家、
能勢伊勢雄さんの写真との、対決「合わせ技」をお届けします。
庭は自然そのものではなく、人間による自然の解釈、ミクロコスモスな、世界変容、
そして変換の、器です。ジャズを感じさせる躍動感あふれる高橋作品も、ゲーテ主
義者であり、生命の輪廻変転を凝視する能勢作品も、ともに「たったひとつの」あな
たの庭として、那須に交わります。

高橋禎彦
1958年 東京生まれ
1976-80年 多摩美術大学美術学部デザイン学科
 立体デザイン専攻プロダクトデザイン専修クラフトデザインコース
1980-82年 多摩美術大学美術学部デザイン学科立体デザイン専攻研究室副手
1982-84年 グラスハウスアムヴァサートゥルム工房にてアシスタント（ラインバッハ市、ドイツ）
1985年 神奈川県相模原市津久井町に工房開設
2011年 「高橋禎彦展」 東京国立近代美術館工芸館
現在 多摩美術大学工芸学科准教授、卯辰山工芸工房非常勤講師

能勢伊勢雄
1947年生まれ。写真家・山﨑治雄氏に師事し写真を習得。我が国の写真ギャラリーとして
有名なPhotographers'Galleryの企画として『能勢伊勢雄写真展「PORTOGRAPH」』展
が開催される写真家である。また、他方では美術展企画を行う一方、現代アートの作家でも
あり、出版編集とライターなども務めている。20歳代前半に松本俊夫著『映像の発見』との
出会により映画表現として、『共同性の地平を求めて』を完成させた。この映画は山形国際ド
キュメンタリー映画祭に選出されている。その映画の制作過程でゲーテという存在に出会い
「色彩学」や「形態学」の視点を持ち始め、昨年の「山のシューレ」の座学でゲーテをテーマに”
等身大の科学”を取りあげ好評を得た。今年もゲーテを中心に「形態学」をレクチャーし、そ
の座学内容と関連した水と熱エーテルが形作る下水路の写真作品『MORHOLOGY#2』
25点を発表。

特別展示
人間国宝　勝城蒼鳳　竹のオブジェ展

会　期：7月28日（土）～ 30日（月）10:00～ 18:00（日没まで）
会　場：観季館・二期倶楽部庭内
〈入場無料〉

栃木県大田原の竹工芸家人間国宝・勝城蒼鳳が若手竹芸家・佐川岳彦をアシス
タントに、里山趣あふれる二期倶楽部庭内で制作しました。勝城氏は、これまでも栃
木県北の “自然の美しさ”からイメージを受け、竹を用いて工芸品を創作してきました。
県北の竹を知り尽くした勝城氏が、素材を厳選して制作する「竹のオブジェ」の大作
です。今年初め、大田原市「“道の駅”那須与一の郷・多目的ホール」で発表され
て以来、二期倶楽部を訪れ、庭内の自然を感受した新作です。ぜひご高覧ください。

勝城蒼鳳
1934年 那須塩原（旧黒磯市高林）生まれ
1949年 黒磯市高林中学校卒業、竹工芸師・菊地義伊氏に入門
1955年 独立自営
1965年 竹工芸作家、八木澤蒼玕（啓造）氏に2年間師事
1968年 竹細工から竹工芸に転向（雅号蒼鳳を用う） 
 竹工芸作家、齋藤文石氏に5年間師事
1998年 紫綬褒章受賞
2005年 重要無形文化財「竹工芸」保持者認定 
日本工芸会参与（日本工芸会正会員）／栃木県文化功労者／大田原市名誉市民
〈パブリッックコレクション〉
文化庁／東京国立近代美術館／栃木県立美術館
栃木県大田原市／那須塩原市那須野が原博物館／神宮美術館

佐川岳彦
1984年 栃木県大田原市生まれ
2007年 東北芸術工科大学　建築・環境デザイン学科卒業
 株式会社コンテンポラリーズ入社、公共施設、集合住宅、
 土木デザインの仕事に従事する
2009年 株式会社コンテンポラリーズ退社、中東・欧州110日間放浪の旅へ
 帰国後、竹工芸作家　佐川素峯氏の下で竹の仕事に従事
 東北芸術工科大学　建築・環境デザイン学科特別招聘講師となる
2011年 栃木県大田原市美術指導相談員となる
2012年 第5回おおたわら美術館　「大田原と芸術家のありかたシリーズ③ 
 Second Nature ̶勝城蒼鳳の表現̶」 を担当する

モ ル フ ォ ロ ギ ー

11 ｜ 12

s p e c i a l

e x h i b i t i o n e x h i b i t i o n



13 ｜ 14



★

田園

七石舞台

にき倶楽部 1986（本館）

NIKI CLUB & SPA（東館）

パビリオン
コート

ツツジ山

ゲートハウス

◀至 那須 IC

至 那須ハイランドパーク▶

アート・ビオトープ那須

総合案内所

横沢マルシェ

にきホール

そば道場

第 1駐車場
(ご宿泊の方専用 )

第 2駐車場
(関係者専用 )

山のシューレ専用駐車場

陶芸スタジオ
ガラススタジオ
グリーンブティック

シャトルバス発着所

ガーデンレストラン
アロマトリートメントサロン＆ショップ nikissimo

メインダイニング「ラ・ブリーズ」
にきブティック（カフェ＆スイーツ）

大ホール
小ホール
バー

観季館

キッチンガーデン

温室

遊歩道

露天風呂
女男

渓流 二會川

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

駐
車
場(

ご
宿
泊
の
方
専
用)

N

庭プロジェクト
「木階」

横沢マルシェ―YOKOZAWA Marché 

横沢エリアにて毎月1回開催している「横沢マルシェ」の山のシューレ特別バージョン。
今年は食をテーマに、栃木県内外から、知る人ぞ知る人気飲食店が1日15店舗出
店致します。工芸や骨董、産物なども並び、3日間夜10時までオープンしています。
今回は、那須野が原生きものネットワーク代表の飯沼靖博さんをお迎えし、子供向け
「親子で感じよう ！ 森のいきもの」ワークショップを開催します。是非お立ち寄りください。

会　期：7月28日（土）～ 30（月）11:00～ 22:00　
会　場：横沢マルシェ特設会場
◎ 「親子で感じよう ！ 森のいきもの」ワークショップ
　 7月29日（日）、30日（月）13:00～／ 15:30～　子供（小学生以下）1,000円

観季館バーオープン

東京表参道の幻のバー「ラジオ」から譲り受けた若林彫刻が
独特のムードを醸し出す観季館BARが、山のシューレ期間限定でオープンします。
講座の後、夏の夜風を感じながら大人の時間をお愉しみください。

会　期：7月28日（土）～ 30（月）18:00～ 23:00　
会　場：観季館バー　

※プログラムは一部変更になる場合があります。表示料金は税込価格です。

15 ｜ 16

a r e a  m a p

f o o d  &  d r i n k


